	業 務 処 理 区 分
	コード
	入力方式

	当座勘定
（同時決済口）
	照　会
	受払残高
	２５４１０１
	オペレータ１鑑


	概　要
	


当座勘定（同時決済口）の入金件数、入金額、引落件数、引落額および残高等について照会を行います。
	入力画面
	


（基本領域）
	■254101 当座勘定（同時決済口）・照会
■受払残高

	「実行」を押下して下さい。



	□入力データ固定　　　　　　　　　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


  実行 ボタンを押します。
	出力帳票
	


日本銀行は、「共通受付済応答」（Z***-*****）を送信し、また、次に掲げる出力帳票に関する電文を送信します。

（別領域）                                                                 （2581-00100）

	当座勘定（同時決済口）受払残高

取引実行日            
取　引　先               （注１）           
 当座勘定（同時決済口）残高（Ａ）
                              円

 当座勘定残高（Ｂ） 　　　　　　　          担保余裕額

                              円（注２）　                     円（注３）
残高合計（Ａ＋Ｂ）
                              円（注４）
 当座勘定（同時決済口）

   入 金 件 数                           　　　 　　      
（うち外為）　　　　　　　　　　（      ）（注５）
（うち内為）　　　            　（      ）（注６）
（うち振替社債等）            　（      ）（注７）
   入 金 額（Ｃ）                    　  　                円

（うち外為）　　  　    　（　           円）（注５）
（うち内為）　　　　　　　（　           円）（注６）
（うち振替社債等）      　（             円）（注７）
   引 落 件 数              　　    　    　　　　        
（うち外為）　　  　　　　（　          ）（注５）
（うち内為）　　　　　　　（　          ）（注６）
（うち振替社債等）　　　　（            ）（注７）
   引 落 額（Ｄ）                    　　 　               円

（うち外為）　　 　　　 　（　           円）（注５）
（うち内為）　　　　　　　（　           円）（注６）
（うち振替社債等）　　　　（             円）（注７）
   入金予定件数                           　　　　        （注８）
（うち外為）　　  　　　　（　          ）（注５）
（うち内為）　　　　　　　（　          ）（注６）
（うち振替社債等）　　　　（            ）（注７）
   入金予定額（Ｅ）                  　　　                円（注８）
（うち外為）　　  　　　　（　           円）（注５）
（うち内為）　　　　　　　（　           円）（注６）
（うち振替社債等）　　　　（             円）（注７）
   引落予定件数                           　　　　        （注９）
（うち外為）　　  　　　　（　          ）（注５）
（うち内為）　　　　　　　（　          ）（注６）
（うち振替社債等）　　　　（            ）（注７）
   引落予定額（Ｆ）                 　　 　                円（注９）
（うち外為）　　  　　　　（　           円）（注５）
（うち内為）　　　　　　　（　           円）（注６）
（うち振替社債等）　　　　（             円）（注７）
   資金過不足見込額（Ｇ＝Ａ＋Ｅ－Ｆ）                      円（注１０）
当座勘定資金見込額合計（Ｂ＋Ｇ） 　　　　               円（注１１）



（注１）金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードが表示されます。

（注２）当座貸越取引先の場合において、当座貸越であるときは、当座勘定残高の冒頭に符号「－」を付して表示されます。

（注３）当座貸越取引先の場合に限り表示されます（それ以外の場合には、項目名を含め表示されません。）。
（注４）（Ａ＋Ｂ）の算出の結果、マイナスとなる場合には、残高合計の冒頭に符号「－」を付して表示されます。

（注５）外為円決済母店の場合に限り表示されます（それ以外の場合には、項目名を含め表示されません。）。
（注６）特約先（内国為替）の場合に限り表示されます（それ以外の場合には、項目名を含め表示されません。）。
（注７）振社等約定先の場合に限り表示されます（それ以外の場合には、項目名を含め表示されません。）。
（注８） 自己を振替金受取人等とする待ち行列に待機中の振替依頼等の件数および金額が表示されます。
（注９）自己を振替依頼人等とする待ち行列に待機中の振替依頼等の件数および金額が表示されます。
（注１０）資金過不足見込額（Ｇ＝Ａ＋Ｅ－Ｆ）がマイナスとなる場合には、資金過不足見込額の冒頭に符号「－」を付して表示されます。

（注１１）当座勘定資金見込額合計（Ｂ＋Ｇ）がマイナスとなる場合には、当座勘定資金見込額合計の冒頭に符号「－」を付して表示されます。
	業　務　処　理　区　分
	コード
	入力方式

	当座勘定
（同時決済口）
	照会データ

ファイル取得
	受払明細
	２５４２０１
	オペレータ

１鑑


	概　要
	

	
	


日本銀行と当座勘定（同時決済口）に関する約定を締結している自行（庫、社）に属する金融機関等店舗の当座勘定（同時決済口）の受払明細について、取引実行日（照会日の前営業日、照会日または照会日の翌営業日に限ります。）および受払区分を指定してデータファイルを取得します。

この場合、指定した取引実行日が次の各号に掲げる場合に応じ、当該各号に定める受払明細について、データファイルを取得することができます。

１．取引実行日として照会日の前営業日を指定する場合

　　取引実行日を照会日の前営業日とする振替済および取消済（自動取消を含みます。）の振替依頼等および自己勘定間振替（自動振替を含みます。）の受払明細

２．取引実行日として照会日を指定する場合
　　指定した決済状況区分に応じた、日本銀行がこの電文を受信した時点における取引実行日を照会日とする次の受払明細

　（１）決済状況区分に「１」（決済済）を指定した場合

決済済の振替依頼等および自己勘定間振替（自動振替を含みます。）

　（２）決済状況区分に「２」（決済未了）を指定した場合

　　　　待機振替依頼等

　（３）決済状況区分に「９」（取消済）を指定した場合

　　　　取消（自動取消を含みます。）済の振替依頼等
３．取引実行日として照会日の翌営業日を指定する場合

　　取引実行日を照会日の翌営業日とする先日付取引である振替依頼（同時決済口）および外為円振替依頼（同時決済口）（取消を行ったものを含みます。）の受払明細

（注）振替依頼等にもとづく振替等、待機順序変更、取消（自動取消を含みます。）または自己勘定間振替（自動振替を含みます。）を実行した直後に取引実行日を照会日当日とする照会を行った場合には、その照会結果に当該振替依頼等にもとづく振替等、待機順序変更、取消（自動取消を含みます。）または自己勘定間振替（自動振替を含みます。）の結果が反映されない場合がありますので、注意してください。
	入力画面
	


（基本領域）

	■254201 当座勘定（同時決済口）
■受払明細

	取引実行日
	     ①     

	金融機関等店舗
	　　②　　 コード検索

	受払区分
	③ (必須) 受入：１　払出：２

	決済状況区分
	④

	当座勘定取引通番（自）
	　 ⑤ 　

	当座勘定取引通番（至）
	　 ⑥ 　

	受付番号（自）
	　   ⑦  　

	受付番号（至）
	　   ⑧  　

	相手先
	　　⑨　　 コード検索

	
	□入力データ固定　　
	　　連　続　　　実　行　　キャンセル　


	入力手順
	


①　　取引実行日（照会日の前営業日、照会日または照会日の翌営業日に限ります。）を入力します。
年月日（和暦または西暦のいずれか一方）を入力します。
（例）令和２年４月１日（和暦）……［020401］

　　　　　　　〃　　　（西暦）……［20200401］
取引実行日を照会日とする場合には、この入力を省略することができます。

②　　自行（庫、社）に属する金融機関等店舗の金融機関等店舗コードを入力します。

（例）みずほ銀行本店（０００１１００）……［1100］
この入力は省略することができます。
自己の金融機関等店舗コードのほかに、日本銀行と当座勘定（同時決済口）取引に関する約定を締結している自行（庫・社）に属する他の金融機関等店舗の金融機関等店舗コードを指定することができます。

②を入力しない場合には、日本銀行と当座勘定（同時決済口）取引に関する約定を締結している自行（庫・社）に属する全ての金融機関等店舗が対象となります。ただし、⑤から⑨のいずれかを入力する場合には、②を入力してください。入力しない場合には、エラーとなります。

③　　受払区分コードを入力します。

自己を振替金受取人等とする明細を照会する場合

　受入……[1]

自己を振替依頼人等とする明細を照会する場合

　　　　　払出……[2]

④　　決済状況区分コードを入力します。
決済済の明細を照会する場合………「１」
決済未了の明細を照会する場合……「２」
取消済の明細を照会する場合………「９」
取引実行日を照会日とする場合には、④を入力してください。取引実行日を照会日の前営業日または翌営業日とする場合には、④を入力しないでください。入力した場合には、エラーとなります。
⑤から⑨を入力しない場合には、④を入力後  実行 ボタンを押します。

⑤　　当座勘定取引通番（自）を入力します。　
一の当座勘定取引通番について照会する場合には、当該当座勘定取引通番を、当座勘定取引通番の範囲を指定して照会する場合には、当該範囲の最初の当座勘定取引通番を入力します。

（例）０００００１……［000001］

ただし、全ての当座勘定取引通番について一括して照会する場合には、この入力を省略します。

また、取引実行日を照会日とし、④において、「２」もしくは「９」と入力した場合または取引実行日を照会日の翌営業日とする場合には入力しないでください。入力した場合には、エラーとなります。
⑥から⑨を入力しない場合には、⑤を入力後  実行 ボタンを押します。

⑥　　当座勘定取引通番（至）を入力します。
当座勘定取引通番の範囲を指定して照会する場合には、当該範囲の最後の当座勘定取引通番を入力します。

（例）００００３０……［000030］

ただし、全ての当座勘定取引通番について一括して照会する場合には、この入力を省略します。

また、取引実行日を照会日とし、④において、「２」もしくは「９」と入力した場合または取引実行日を照会日の翌営業日とする場合には入力しないでください。入力した場合には、エラーとなります。
なお、⑥のみに当座勘定取引通番を入力した場合には、当該当座勘定取引通番のみを照会対象とします。

⑦から⑨を入力しない場合には、⑥を入力後  実行 ボタンを押します。
⑦　　受付番号（自）を入力します。
一の受付番号について照会する場合には、当該受付番号を、受付番号の範囲を指定して照会を行う場合には、当該範囲の最初の受付番号を入力します。

（例）０１０００１……［010001］

ただし、全ての受付番号について一括して照会する場合には、この入力を省略します。

⑧から⑨を入力しない場合には、⑦を入力後  実行 ボタンを押します。
⑧　　受付番号（至）を入力します。
受付番号の範囲を指定して照会する場合には、当該範囲の最後の受付番号を入力します。

（例）０１００３０……［010030］

ただし、全ての受付番号について一括して照会する場合には、この入力を省略します。

なお、⑧のみに受付番号を入力した場合には、当該受付番号のみを照会対象とします。

⑨を入力しない場合には、⑧を入力後  実行 ボタンを押します。

⑨　　相手先の金融機関等店舗コードを入力します。
③で、受入を指定した場合には、照会の対象となる振替依頼人等の金融機関等店舗コードを、払出を指定した場合には、照会の対象となる振替金受取人等の金融機関等店舗コードを入力します。
（例）三菱東京ＵＦＪ銀行本店（０００５００１）……［5001］

照会の対象を指定しない場合には、この入力を省略します。
⑨を入力後  実行 ボタンを押します。
	処理結果
	


処理結果の画面表示後に、取得したファイルの「保存」等の操作を促す通知バーが表示された場合には、速やかにファイルの保存操作を行います（注）。
（注）必ず保存ボタンまたは保存ボタン横の▼ボタンを押し、一旦ファイルを保存してください（通知バーのファイルを開くボタンによりファイルを直接開かないでください。）。詳しくは、利用細則（共通事務）第２編Ⅲ．１１．（２）ハ．を参照してください。
	データファイルの出力項目
	


取得されるデータファイルの出力項目については次のとおりです。
	出力項目

	・取引実行日

・振替元コード

・振替元名

・決済状況区分

・決済状況区分名

・当座勘定取引通番（振替元）

・仕向銀行取引番号（注１）（注２）
・受付番号（振替元）

・業務処理区分コード

・業務処理区分名（注３）
・振替先コード

・振替先名

・当座勘定取引通番（振替先）

・受付番号（振替先）

・金額

・当座勘定摘要コード

・当座勘定摘要名

・入力日

・受付時刻

・決済時刻

・取消時刻

・優先度区分コード

・優先度区分名

・待機順序（注４）
・備考コード（注５）

・備考名（注５）
・受取顧客（口座所在店舗）（注６）
・受取顧客（口座種目・番号）（注６）
・受取顧客（顧客）（注６）
・依頼顧客（注６）
・記事（注６）（注７）


（注１）対象となる明細のうち外為円振替依頼（同時決済口）にかかるものに限り出力されます。

（注２）「半角ダブルクォーテーション（"）」および「半角カンマ（,）」が含まれる場合には、これらは半角スペースに変換されて出力されます。
（注３）対象となる明細にかかる取引の業務処理区分名が出力されます。ただし、日本銀行が行う一部の事務については、出力されません。また、一部の業務処理区分名については、略称で出力されます。

（注４）照会日を取引実行日とし、決済状況区分を「２」と入力した場合のみ出力されます。待ち行列の最上位に待機している取引の番号として１番を付し、待ち行列の待機順に昇順に番号を付したものが出力されます。
（注５）振替依頼（同時決済口）において当座勘定備考コードを指定した場合には、当該当座勘定備考コードおよび当該当座勘定備考コードに対応する名称を出力します。なお、当該当座勘定備考コードに対応する名称が設定されていないときは、備考名についても当該当座勘定備考コードを出力します。また、外為円振替依頼（同時決済口）については、外為円振替依頼（同時決済口）において指定した支払指図取引種類コードに応じた当座勘定備考コードおよび当該当座勘定備考コードに対応する名称を出力します。
（注６）「半角ダブルクォーテーション（"）」、「半角カンマ（,）」および「改行コード」が含まれる場合には、これらは半角スペースに変換されて出力されます。

（注７）振替依頼（同時決済口）において記事欄を入力した明細のうち照会日または照会日の翌営業日を取引実行日とする明細である場合に限り出力されます。

	業　務　処　理　区　分
	コード
	入力方式

	業務共通
	照会データ

ファイル取得
	振替依頼・内国為替（同時決済口）振替依頼人別内訳件数・金額
	９７４２９１
	オペレータ

１鑑


本入力画面は、全銀ネットのみ利用可能です。

	概　要
	

	
	


前月分の振替依頼・内国為替（同時決済口）にかかる振替依頼人別の内訳件数・金額のデータファイルをダウンロードします。
本照会は、毎月月初第４営業日から照会を行うことが可能です。
	入力画面
	


（基本領域）

	■974291 業務共通
■振替依頼・内国為替（同時決済口）振替依頼人別内訳件数・金額

	「実行」を押下して下さい。

	
	

	
	□入力データ固定　　
	　　連　続　　　実　行　　キャンセル　


	入力手順
	


 実行 ボタンを押します。

	処理結果
	


処理結果の画面表示後に、取得したファイルの「保存」等の操作を促す通知バーが表示された場合には、速やかにファイルの保存操作を行います（注）。
（注）必ず保存ボタンまたは保存ボタン横の▼ボタンを押し、一旦ファイルを保存してください（通知バーのファイルを開くボタンによりファイルを直接開かないでください。）。詳しくは、利用細則（共通事務）第２編Ⅲ．１１．（２）ハ．を参照してください。
	データファイルの出力項目
	


取得されるデータファイルの出力項目については次のとおりです。
	出力項目

	・対象年月

・振替依頼人コード（注１）
・振替依頼人名

・業務処理区分コード（注２）
・業務処理区分名

・帳票コード（注３）
・内訳区分コード（注４）
・内訳区分名

・単価（消費税等（注５）を含まず）

・件数

・金額（注６）


（注１）振替依頼人の金融機関等コードが出力されます。特約先（内国為替）以外の利用先を振替依頼人とする取引については、「EEEE」（依頼人不明）が出力されます。

（注２）「振替依頼・内国為替（同時決済口）」の業務処理区分コード「251501」が出力されます。

（注３）「****-*****」が出力されます。

（注４）「コア機能処理」の請求対象となる手数料の内訳区分を示すコードが出力されます。

（注５）消費税および地方消費税をいいます。

（注６）「振替依頼・内国為替（同時決済口）」に関する手数料について、振替依頼人別の金額（消費税および地方税を含まない金額）が出力されます。
－ 2-2-1 －

